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平成21年度インターンシップ実施報告書

専攻・学年：社会基盤工学専攻1年 学生氏名：藤村友城

テーマ名：北陸地方におけるコンクリート構造物のASR劣化度評価手法の開発

研修先：中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋㈱金沢支店

担当者氏名：野村昌弘

課題担当教員名：鳥居和之

研修期間:21年6月23日～21年11月27日（実施日数20日間）

1．研修内容の概要

コンクリート構造物の劣化の一つにアルカリシリカ反応（以下ASR)がある。本劣化は日本の

中でも北陸地方がもっとも顕著であり、その劣化度の評価手法や対策に苦慮しているのが現状であ

る。本研修では、富山県から石川県にかけてコアサンプリングを行う道路構造物のASRの劣化度

を適切に評価する手法を確立するために、1）構造物の目視レベルでの判定：マクロレベルでの評

価、コアのサンプリングにより、2）コンクリート薄片による偏光顕微鏡での判定：メゾレベルで

の評価、3)EPMAによるアルカリシリカゲルの化学組成による判定：ミクロレベルでの評価、

をそれぞれ実施し、マクロレベルからミクロレベルを網羅した検討を実施することによりASRの

劣化機構を解明することを目的にしている。

2．研修の成果（自分の能力が向上した点、知識が増えた点）

コンクリート構造物の早期劣化に対応した維持管理は､我が国において急務な課題とされている。

その中で、本研修中にはアルカリシリカ反応・凍害・塩害といった複合的な劣化が生じているコン

クリート構造物（20構造物程度）の目視点検を行なった。構造物の劣化現象の特定というのはコン

クリート診断士でも困難とされているが、経験を有する大学教員および企業担当者から適切な助言

を受けることにより、どの点に着目して部材レベルでの調査を行なえば良いのか、個々の構造物で

の劣化現象の主因は何か、などの構造物の劣化診断の上で重要となる着眼点を養うことができた。

3．研修先への要望・大学の支援体制に対する要望

現場視察・調査の際には担当課題教員、研修先企業、福井県土木部をはじめ、数多くの有識者と

ともに、将来に活用のできるコンクリートの診断技術を学ぶことができ非常に有意義な研修となり

ました。今回のように知識・経験を有する有識者との現場視察・調査、意見交換会などは、大学在

籍中および社会に出てからもなかなか経験できない事なので､非常に感謝しています。したがって、

研修先および大学の支援体制に対する要望は特にありません。

4．その他（感想、後輩へのアドバイスなど）

金沢大学で行われてきた「産学連携による実践型人材育成事業」の最終年度ということで、非常

に恵まれた時期に本研修を迎えることができました。この経験は職業選択や就職活動などにも役立

つと思われますので、インターンシップの参加をお勧めします。

研修先の中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋㈱金沢支店、研修にあたりお世話になりま

した皆様に深く感謝いたします。
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構造物の目視レベルでの判定(4段階）
1:ASRのひび説れが発生していないもの

28構造物の隅角部などにASRのひび割れがごく一部発生しているもの
3:ASRのひび割れが構造物の約1ﾉ3以上の面積で発生しているもの
4;ASRのひび割れが広範囲に多数発生し､段差やずれも露められるもの
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